
























The Emperors’ Musical Performances and The Theory of Rites and Music in The 
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、社会に広めることにより平和が成
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就されるという儒教の礼楽思想
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に基づいて音楽は国家統治に不可欠であるとされた〔…〕。 
［豊永 2006 : 3］
 楽を国家統治の要諦とする礼楽思想がわが国に移入され
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、定着するのに伴い
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、天皇は音楽を
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奏上されるばかりではなく、自身で演奏するようになり
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、平安期中頃には帝王学の一つとし
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が
日本社会にも影響を及ぼしていた。このため、中世の天皇にとって音楽は
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単なる嗜好の対象にと
どまらず、国家統治の面からも習得すべきものとされた
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を打破したと評し得る［柏 2007 : 40］（注 9）。
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に加え、平安時代初期に急速に広まったもので、君子の理想的生活には芸能が欠かせ
ないとする「君子左琴
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」という思想
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風気」を推進したと分析する［龔 2015 : 379］。そして下道（後の吉備）真備などが遣使として入唐留
学したのもまた、この盛唐であった。唐玄宗と仁明帝を、ある学者は戯れに漢和楽壇史における


























 （1） また［豊永 2006 : 22］参照。豊永はその 5年前にも、同趣のことを［豊永 2001 : 1］で述べていたが、掲載誌が音
楽大学の紀要だったということもあり、注目されるようになったのはやはり著書が刊行され、数本の書評が
書かれてからのことであろう。豊永は次著でも「歴代の天皇は、儒教の礼楽思想
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に則って、帝王にふさわし
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といえなくもない」［池和
田 2007 : 87］と評する。また松薗斉は、「その緻密な研究から逆に前近代の音楽史研究がもつ問題点が浮かび
上がってくるように感じられた。〔…〕たとえば、天皇と貴族の合奏である御遊の成立を、礼楽思想の影響
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に
より、帝王学の一つとして天皇の楽器修養が始まったという理解だけでよいのか
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」［松薗 2008 : 110］と批判す
る。その他、［荻 2008］［石原 2008］参照。
 （3） 奏楽した先王としてよく挙げられるのは帝舜である。『韓非子』外儲説左上第 32に有若の「昔者舜鼓二五絃一、
歌二南風之詩一、而天下治」という言があり、『淮南子』詮言訓や『史記』楽書にもほぼ同文がある。しかし吉川
良和が指摘するように、「これは本来、舜は五絃を鼓しながら南風の詩を歌ってのんびりと構えていても天

















 （4） ［土田健次郎 2018］など参照。なお津田左右吉は、「孔子が礼を修めまた説いたことは事実であらうし、楽を
学んだことも或はあつたであらう」としつつも、儒家が楽を重んじたのは「それが儀礼として、また儀礼に於
いて、奏せられるものであつたから」で、「論語の〔…〕楽に関する記載の如きも、戦国時代の儒者によつて作




いっても主として文を事とする士――たるべき者のたしなみの一つとなって来た」［伊東 1972 : 99］と推論す
86 森　新之介： 平安時代における礼楽思想と天皇奏楽―盛唐以前と比較して―
る。従うべきであろう。なお、児玉憲明は「音楽に礼と同等の価値が与えられて「礼楽」と併称されるのは、『論
語』のうちでもむしろ、後時の成立と考えられる後半 10篇においてである」［児玉 1987 : 72-73］と指摘する。
 （5） ただし伊東倫厚は、『荀子』楽論篇は荀子後学の増補だろうとする［伊東 1972 : 85］。
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、和声度曲
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一、斯乃伶官之職
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。豈天子之所








 （8） 琴や琴書の表象については、［青木 1970 : 200-210］や［蜂屋 1985 : 185-189］、［中 2008 : 87-118］、［谷口 2003］な
ど参照。





（11） なお、類似の指摘は［楊 1980 : 269］などにもある。
（12） 吉川英史は「礼楽思想は、本場の中国よりもむしろ日本でますます発展し、実践されるに至るのである」［吉
川英史 1965 : 52］と述べたが、従い得ない。
（13） 豊永聡美は「桓武までは、中川氏が指摘する芸能を「見る」立場の天皇であった可能性が高い」、「嵯峨自身が
琴や笛などの楽器を習得し、かつ堪能であったことは間違いないと推定される」［豊永 2006 : 16-17］と述べて
おり、淳和帝の前代の嵯峨帝から中川尚子の所謂「演奏する」天皇になったと考えたらしい。しかし、『日本
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